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英
数
字

ＡＩ（人工知能）

「Artificial Intelligence」の略。人間の脳が行っている知的な作業を、コン
ピュータで模倣したソフトウェアやシステム。具体的には、人間の使う自然言語
を理解したり、理論的な推論を行ったり、経験から学習したりするコンピュータ
プログラム等のこと。

ＡＲ（拡張現実）
「Augmented Reality」の略。現実世界にデジタル合成などによって作られた
バーチャルの視覚情報を重ねて表示し、人間の現実認識を拡張する技術又はコ
ンピュータによって拡張された現実環境を指す。

ｅスポーツ
「エレクトロニック・スポーツ」の略。広義には、電子機器を用いて行う娯楽、競
技、スポーツ全般を指す言葉であり、コンピューターゲーム、ビデオゲームを使っ
た対戦をスポーツ競技としてとらえる際の名称。

ＩＣＴ（情報通信技術） 「Information and Communication Technology」の略。情報処理及び情報通
信に関連する諸分野における技術・産業・設備・サービス等の総称。

ＳＤＧｓ
（持続可能な開発目標）

「Sustainable Development Goals」の略。平成27年９月に国連サミットで採
択された令和12年までの世界共通の目標である。健康や教育、ジェンダー平
等などをテーマとする17のゴールから構成され、「誰一人取り残さない」持続可
能でよりよい社会の実現を目指し、世界各国及び日本の全国各地で取組が推
進されている。

ＳＮＳ 「Social Networking Service」の略。友人・知人等の社会的ネットワークをイ
ンターネット上で提供することを目的とする、コミュニティ型のサービスのこと。

ＶＲ（仮想現実） 「Virtual Reality」の略。ヘッドマウントディスプレイ内に360度のコンテンツを
表示し、その映像内にいるかのような臨場感を与える技術を指す。

ＷＥＬＬ–ＢＥＩＮＧ 個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあ
ることを意味する概念。

あ アーバンスポーツ
広い場所を必要としない、個人が気軽に始められるなどの理由により、都市住
民が参加しやすい都市型スポーツのこと。スケートボード・スポーツクライミン
グ・パルクール・インラインスケートなどを指す。

新しい生活様式
日常生活の様々な場面で、感染症予防のために「人との間隔を空ける（ソーシャ
ルディスタンスをとる）」「マスクを着用する」「こまめに手を洗う」などの対策を
取り入れていく生活様式のこと。

インクルーシブスポーツ
年齢や性別、障害の有無、国籍等に関わらず、誰もがお互いの個性や人格を尊
重するとともに、人々の多様性を認め合い、様々な人がともに実施できるス
ポーツのこと。

ウィズコロナ 新型コロナウイルス感染症が、短期的には撲滅困難であることを前提とした、新
たな戦略や生活様式。

ウォーカブル 「歩く」を意味する「walk」と「できる」の「able」を組み合わせた造語で、「歩き
やすい」「歩きたくなる」「歩くのが楽しい」といった語感をもつ。

か
学校開放事業

学校施設を、学校教育や部活動に支障のない範囲で、地域の身近なスポーツ・
レクリエーション・文化活動などの場として、市民に開放する事業のこと。学校
開放は、市民利用施設とは異なり、市民や登録団体が中心となって「文化・ス
ポーツクラブ」を組織し、自主・自立的に運営している。

1.用語解説 
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さ
スポーツ基本法

日本のスポーツに関する基本理念を定め、国、地方公共団体の責務、スポーツ
団体の努力等を明らかにするとともに、スポーツに関する施策の基本となる事
項を定めた法律である。平成23（2011）年６月24日に、平成23年法律第78

号として公布され、同年８月24日に施行された。

スポーツ情報サイト「ハマスポ」 公益財団法人横浜市スポーツ協会が管理運営をし、横浜市内を中心とした様々
なスポーツに関する情報を発信するインターネットサイト。

スポーツツーリズム トップスポーツの観戦者やスポーツイベントの参加者と開催地周辺の観光とを
融合させ、交流人口の拡大や地域経済への波及効果などを目指す取組のこと。

全国健康福祉祭
（愛称：ねんりんピック）

60歳以上の高齢者を中心としたスポーツ・文化・芸術活動・福祉などの総合的
な祭典。

た ダイバーシティ＆
インクルージョン

年齢や性別、障害の有無、国籍などに関わらず、幅広い人材を迎え入れる「ダイ
バーシティ」（多様性）とあらゆる人材が能力を最大限発揮できる「インクルー
ジョン」（包括・包含）の状態を示す。

多様な世代が集う交流拠点
としてのスタジアム・アリーナ

「成長戦略フォローアップ2019（令和元年6月21日閣議決定）」において、「全国
のスタジアム・アリーナについて、多様な世代が集う交流拠点として、2017年か
ら2025年までに20拠点を実現する」とされていることを踏まえ、「スポーツ庁・
経済産業省が策定した要綱に基づき、選定された施設。

地域スポーツ団体

総合型地域スポーツクラブ、各区のスポーツ協会、さわやかスポーツ普及委員、
スポーツ少年団、スポーツチーム等、地域のスポーツ振興のために活動している
団体を指す。
〇総合型地域スポーツクラブ

 誰もが身近な地域で気軽にスポーツに親しむことができるよう、「多種目」
「多世代」「多志向」を理念とし、個々のニーズに応じて様々な種目を楽しむこ
とができる、地域住民によって自主運営されているクラブ。スポーツの他にも
文化・社会的な活動を組み入れたり、地域を盛り上げるイベント等を実施し
ている。横浜市には令和４年３月末時点で、28の総合型地域スポーツクラブ
が設立されている。

〇区スポーツ協会
 区スポーツ協会は、主に区内のスポーツ活動の推進や区民の健康増進、区民
相互の親睦を図ることを目的として、様々な競技団体等により組織された、
地域の重要なスポーツ団体である。横浜市内の18区全てに区スポーツ協会
があり、区役所や横浜市スポーツ協会等と連携しながら、様々な競技種目で、
区民大会等を実施し、スポーツ教室や指導者講習会等も開催するなど、多く
の区民がスポーツに親しむ機会を提供している。

〇さわやかスポーツ普及委員会
 体力や興味に応じてスポーツ活動を楽しめるよう生涯スポーツ社会の実現に
寄与することを目的に、各区で、いつでもどこでも気軽にできる、グラウンド
ゴルフやソフトバレーボールなどのニュースポーツ「ヨコハマさわやかスポー
ツ」を区大会やフェスティバル、地区活動等を通じて普及している。

地域療育センター ０歳から小学校期までの障害のある子どもの療育に関する相談・診療・指導等
を行う施設。

トップスポーツ それぞれの競技種目において、競技力が極めて高い選手やその選手が所属する
プロチームや企業チームなどを包含する概念を指す。

は パブリックビューイング 公園・広場や体育館、競技場などに大型スクリーンを設置し、大勢で別の会場
で行われているスポーツの試合などを見ること。

武道ツーリズム
スポーツ庁が推進する、スポーツの参加や観戦を目的として地域を訪れたり、地
域資源とスポーツが融合した観光を楽しむ「スポーツツーリズム」の武道版。世
界の関心が高い日本発祥の「武道」を生かすもの。














